
２１年度予算案
 

：３４７．７億円
＜平成２０年度補正予算：３０．０億円＞

（２０年度予算額
 

：３６１．４億円）
(運営費交付金の推計額を含む)

文部科学省における文部科学省における平成２１年度ナノテクノロジー・材料平成２１年度ナノテクノロジー・材料
分野の予算案の概要分野の予算案の概要

●●イノベーションによる社会への成果還元を目指した目的志向のプロジェクト研究イノベーションによる社会への成果還元を目指した目的志向のプロジェクト研究

その他の競争的資金
●●独立行政法人等における新たな知を生み出す独立行政法人等における新たな知を生み出す

独創的・先端的研究開発の推進独創的・先端的研究開発の推進○○元素戦略以外のキーテクノロジーの研究開発元素戦略以外のキーテクノロジーの研究開発
 
１１．２億円

 
（１４．１億円）

○次世代の電子顕微鏡の要素技術開発○次世代の電子顕微鏡の要素技術開発
 

１．１億円
 

（
 

３．５億円）

○光・量子科学研究拠点形成に向けた基盤技術開発○光・量子科学研究拠点形成に向けた基盤技術開発 １７．２億円
 

（１５．０億円）

・光・量子科学技術分野の研究開発課題を国として戦略的・積極的に
実施するとともに、次世代の光・量子科学技術を担う若手人材等の育成

革新的技術戦略対応革新的技術戦略対応

○元素戦略○元素戦略
 

６．９億円
 

（５．９億円）
・総合科学技術会議がまとめた「革新的技術戦略」に「レアメタル代替・回収技術」が掲載されているが、

 この技術を強力に推進するため、リサイクルしやすい元素による材料設計、スクラップから希少元素を
 回収再利用する技術開発、スクラップ・低品位原料使用を前提にした新たな機能開発を実施する。

ナノテクノロジーを活用した環境技術開発ナノテクノロジーを活用した環境技術開発

・ナノテクノロジー・材料分野において高い研究水準を誇る我が国が、地球環境問題を抜本的に解決して持続可能な社会を
構築するために、産学が連携して環境技術の基礎基盤的な研究開発を推進するための研究拠点を構築する。

２．１億円
 

（新規）

●●社会への成果還元を目指した目的志向の研究社会への成果還元を目指した目的志向の研究

●●分野融合・イノベーションを支える研究基盤の構築分野融合・イノベーションを支える研究基盤の構築

ナノテクノロジー・ネットワーク
１３．１億円（１７．３億円）

・大学や独立行政法人等の研究機関が有する先端的な
 研究施設・機器の共用化を進め、分野融合を促進し、

 ナノテクノロジー研究基盤の整備・強化を図る。

・物質の一原子レベルの超微細構造や化学反
 応の超高速動態・変化を瞬時に計測・分析する

 ことを可能とするＸ線自由電子レーザーを実現

Ｘ線自由電子レーザーの開発・共用 【国家基幹技術】
１０３．５億円（１１０．０億円）

＜平成２０年度補正予算：３０．０億円＞

（独）物質・材料研究機構における研究の推進

（独）理化学研究所における研究の推進

（独）科学技術振興機構における研究の推進
※「革新的技術」である新規超伝導物質の研究開発等

資料５
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